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２００X年 X月 

 

XXXX さま プラン特別プロジェクト 

フィリピン サン･ラファエルにおける学校建設プロジェクト 

完了報告書 

 
１．プロジェクトの背景・概要 

 

プランは、フィリピンで１９６１年に活動を開始して以来、首都マニラの国統括事務所と１１の現地

事務所を拠点として住民参加型の地域開発活動に取り組んでいます。 

 

フィリピン、ルソン島北部イザベル州イラガン町サン・ラファエル村には、２００１年に設立した地域

で唯一の職業訓練高等学校である、サン・ラファエル国立職業訓練高等学校があります。設立時

に資金が充分でなかったため、職業訓練校としての根幹をなす専門教科（美容、服飾、電気、工

芸、調理、建築）を効果的に講義し実習するための専門教室を用意することができず、現在まで

仮の教室を使うなどして授業を行ってきました。雨が降ると使えなくなることも多い簡素なつくりの

仮教室では学習効率が上がらず、また実習設備も不十分なため、生徒たちが生活技能や専門技

術を高めるのが非常に困難な状態でした。本プロジェクトでは上記のような状態を改善するため

に、同学校に２教室からなる校舎１棟を建設し、職業訓練用の器材と備品を支給しました。 
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フィリピン基本データ  

・人口：8,305 万人 

・5 歳未満児死亡率：33人/1000 人 

・小学 5年生の定着率：75％ 

・1 人当り国民総所得（GNI）：1,300 米ドル 

「ユニセフ世界子ども白書 2007」より 

カガヤン 

活動地域 
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２．プロジェクトの経過  

 

このプロジェクトは２００６年７月のプロジェクト開始以来順調に推移し、以下の活動を実施して 

２００６年１２月に無事完了しました。 

 

■２００６年７月 

１．プロジェクトの事前準備 

XXさまからのご支援決定の後、サン・ラファエル村で住民集会を開き、プロジェクトの実施につい

て話し合いを行いました。その結果、地域の人々が計画立案から、実施、進捗管理、評価などプ

ロジェクトのすべての段階に関わり、プロジェクトの中心的役割を受け持つことに同意し、主に地

域の人々からなるプロジェクト委員会を結成しました。 

 

２．校舎建設の開始 

競争入札を経て建設業者が決定し、校舎建設が始まりました。建設工事中は、プロジェクト委員

会メンバーや、学校関係者、プラン現地職員が定期的に現場を訪れ、工事の進捗状況を確認しま

した。 

 

■２００６年９月 

校舎建設が完了しました。熟練技術を要さない作業は地域の人々が積極的に手伝うなどして活

動は順調に進み、着工からわずか２ヶ月足らずで完工しました。その後、地方政府職員、プロジェ

クト委員会、学校関係者、プラン職員が、完成した校舎が計画通りに造られているかどうか最終的

な建築審査を行いました。 

 

■２００６年１０月 

校舎の完成に続き、職業訓練用の器材と備品を購入、校舎に搬入しました。地域の人々には、校

舎の維持管理の方法をトレーニングしました。 

 

現在は、生徒たちによる新校舎の使用がすでに始まっています。また、購入した器材や校舎を守

るため、村議会が警備員を雇い、毎晩警備を行っています。 
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３．プロジェクトの成果  

 

■子どもたちの学習環境の改善と、教育関係者の意識向上 

設備の整った校舎が完成したことで、現在同校に通う子どもたち１８５人の学習環境は格段に改

善されました。子どもたちの意欲が高まるにつれて、学習効果の向上も期待できます。一方、教師

をはじめ学校関係者による、教育内容・環境をより一層改善していこうという決意もより強固なも

のとなりました。現在は、基本的なコンピュータ技能習得を学校のカリキュラムに導入するためコ

ンピュータ購入資金の援助を貿易産業省に、また教師の増員を教育省にそれぞれ要請しており、

教育内容改善のために尽力しています。 

 

■住民参加による、地域の能力強化 

プロジェクト期間中、子どもたちを含む地域の人々、学校関係者、中央政府と地方政府の各担当

者などプロジェクトに関わるすべての人々が良好な協力関係を築き、うまく役割分担をしながらプ

ロジェクトに積極的に参加しました。その結果、地域の人々自身が責任を持って、プロジェクトによ

る成果を継続させていく体制が整いました。 

 

 

４．プロジェクト支出  

 

XX さまにいただいたご寄附１０,７３４.０６米ドル（１２０万円）は、下記のとおりすべて支出を終えま

した。ご寄附額と総支出との差額は、フィリピンでの活動を統括するプラン・フィリピンの年間予算

より拠出してプロジェクトを完成させました。 

 

活動内容 支出額（米ドル） 

校舎（２教室）建設 １１,０７２  

実習のための器材と備品の支給 ５,４９３ 

合 計 １６,５６５ 

 

 

５．現地の声  

 

「XX さま、本当にありがとうございました。今までは仮設の教室で実習器材なしの授業を受けてい

たので、先生たちが器材のことを話してくれても、どんなものかわかりませんでした。今は教室に

器材が入れられ、それを使うことができます。授業がよく理解できるようになりました。」  

（マリクリス・フォロスコ／生徒） 
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「以前はぼろぼろの仮の教室にいたので、天気が悪いと授業が中止になってしまうことがありまし

た。でも、新しい校舎ができたので、もう雨が降ろうが気になりません。私たちはみんなこの学校で

勉強できてとてもうれしく幸せです。XX さまは今年のクリスマスで一番のすばらしい贈り物をくださ

いました。どうぞお体を大切になさってください。」         （ジョシュア・T・シメオン／生徒） 

 

「XX さまが私たちに校舎と器材をくださった日から今日まで、私たちはたくさんのことを学びました。

心からお礼を申し上げます。」                  （ルミー・ジョイ・アリオラ／４年生） 

 

「あなたに心からお礼を申し上げます。今はミシンが使えます。パン作りの授業が楽しみです。」 

（ルナリン・バラオ／１年生） 

 

「XX さま、あなたの寛大なお心と校舎と器材を通じて、生徒たちが技能と可能性を伸ばす機会を

与えてくださったことに感謝いたします。」 （エルヴィラ・デロス・レイス／生活技能教育担当教師） 

 

「ご親切ありがとうございます。XX さまが私たちに与えてくださったものを最大限に生かすことをお

約束します。あなたに神の恵みがありますように、そして支援を必要とする子どもたちへの支援を

どうかお続けくださいますように。」                          （エルマー／教師） 

 

「XX さまのご支援のおかげで、私たち教師は生徒たちの持っている可能性を伸ばし、能力を高め

ることができるようになりました。また、生徒たちは勉強の大切さを再認識し、未来に対する希望を

もつことができました。神ができる限りの恵みを XX さまにお与えになりますように。」 

（ルース・アン・ビー／科学担当教師） 

 

「XX さま、あなたのご親切に神が報いてくださるように祈っています。あなたはこの学校の基礎を

築いた数少ない人の一人として、ずっと記憶に残ることでしょう。私たちは子どもたちが生活技能

を身につけることをなんとしても支援し続けていく気持ちに燃えています。」 

（フレッド・イラヤット／村長） 

 

 

 

 

 

 

 

 




